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欠損症9類官軽症†成人身性のタレチ二宮ム各も例であ

る.23症例の診断の糸に日豊,臨床症状と病歴か机9例,

電解祭殿常から且5例乍腹部瞳癖か転3例,画像診断かど)

且飾れ血液像かFH 例であるか内分泌や琶謝疾患の診断に

おいて臨床症状と血清電解質凝滞を見落さないことが重

要と思われる.

7)外傷を契機に発見された中級牲尿崩症の
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症例は35才~の男性.1986軽重から肥満傾向,1987年

頃かび)にj渇,多飲多尿が出現Lた.漫989年9月日_湧午

後2時,鰍啓襖賢さ腰三奉に乗妄3転倒Lているのを発見され
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多尿を指摘されき騨巨＼転科か身段 臓km,体薮72.5kg

と肥満があ畑 左鱗部に細葉額を認が)た姑 そU二潮主鼎常

在か--1た.入院時の検査では-守盲尿巌と飲水鼠が4/-闇〆

認めに)かたことかに)中枢性尿崩症と診断し9mDAVP

で治療したEイソ鼠リン′とG規Fに尉するGをi0)反応

はfi監下Lており,LHRHに尉するL招,FSを卜分泌も

低下Lていたが,Lを伐H連続負荷試験に対Lては正常

反応を示していた.頭部MR耳,7m 強調画像にて号力

卜県二ウムで造影された経慶が漏り､澗芸に認封)Lqっれた.

8う妊娠により発症を繰り返した一過性尿崩症
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妊娠訂机こ発症する尿崩症は稀であり予 LはLは分娩 と
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で極暫する.初㌻吏-きて妊娠において,妊娠 5カ月頃 よ り 多 飲

多尿を白覚Lた.妊娠37遇に堅帰り分娩のた め 当 科 を 受
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診したや 尿崩症 の疑 し砥 て水制 限試験, vas叩㌢eSSim

溝Vr))試験 を施行 L中枢性尿崩症 と診断 した叶妊娠舶

遇に正常分娩 し 分娩後症状の軽快 をみた.第銅B八服娠

緋司様の経過 を示 した.奪回の妊娠をこおいては妊娠2カ

月から多飲多尿 とな りゥ妊娠35遇 に当科を受診し射通に

て正常分娩 Lた.水制限姦琶験,水性 AVP には反応せ
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CAP値は産額願 に較 べ高値 を示 したが,正常値U)下限

に低値 を示 した.分娩後ず症状の軽快 をみた.
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症例は且3才,豪1 且0才時拘置後けいれんあり,てんか

んの診断で治療水平 上敷22 バ レー部合宿後発熟し感冒

薬服fa 8秒26 よ さつ腹痛,悪心や便秘の腹部症状出現き

増強L,食事摂取不能中敷3掩蔽性けいれん出現L当院

救急外 来受診. ブ ドウ潤色尿 あ り,尿 を習遷精強陽性よ

り急性 ポルブ イuン症の診断で入院か糖質補液+インス

リン療法を施締 L,麻療性腺閉塞様症状は熱気格,競腺予
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おり , 病 型 は 遺 伝 性 コ プ ロ ポ ル フ ィ リ ン 症 と 診 断 し た .

私 姉 に 糞 便 CP 著 増 が 認 め ら れ 夢 潜 在 症 と 考 え ら れ

Y･て･.

iO ) 著 明 な 低 N a 餌 竜:Iを 星 し た 下 垂 体 腫 癌 の
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門 的 : 嚇 姓 を 室 訴 に 来 院 L た が き 著 明 な 低 開 祖 鹿 症

を 呈 し て お り , そ の 原 因 が 下 垂 体 腫 脇 に よ る こ と が 判 明

し た 症 例 を 報 告 す る .

症 例 ; 鮒 歳 男 性 . 来 院 約 2 年 前 に 突 然 の 頭 痛 をこ よ り 当

院 脳 外 科 入 院 し 下 垂 体 腺 腫 が 疑 わ れ る が 声 視 野 ∴ 下 垂
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体機能をこ詫£異常を認めなかった≠そepPう襖曙実状腺機能低下
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鰍 7滴憾 診断で 賢､←重体腫脇を確認. 打砕内分泌腺㌻恒レモ

ン低値, 下垂体ホルキン分泌刺激試験ではいず藩 も無反

応を滋毛し∴ 下垂体腺腫による汎下垂体機能低 ド症 と診断

し 補充療法開始となり,臨床症状Qう政義をみfJw.

総括 :が銅 言3に起 きた軽度の下車体卒中による腰痛内

と軌白蟻;原因となった 汗重体機能犠 打症と思われる

且H 視床 下部 下垂体機能 異常 を呈ず る下 垂体
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症例は初診時 9才蜜児.ほ87年 2--∫:喜月に腹痛 帝曝

吐 ⑳賂疲労感 砂金身倦怠感 萄頭痛を訴えて当緋を受診や
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は低反応であった,尿中 17--そう針骨CS の基礎懐は低値で
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抗 下垂体抗体を転力腰間隔で 2回剤IiiH たが,いずわあ

陽性であ-〉たかふよ藍より, この症例は抗下垂体抗体によ

る軽度の AUr銅 分泌低下症 と考え喜二潮 た.

抗~下垂体抗体の臨床的意義は濠東芝確立 きれていないが,

審症例は教養な示唆を与えると思われる,

旦那 ブ ロモ ク リプチ ン療法 中髄液鼻漏 と髄 液

罫漏 を合併 Lた プ ぴラタチ ノ--マの 且治

験例
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乳をこ及ぶ巨太な膿藤と,両側蝶形骨猟と錐体基部を含む
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L brCmlOC嘗-購 imだ澗緋 療法を開始 し溌こか, 3則ヨよ

さ3左舷液絡粥が量i覧現 し 放射線療法に燐 妄絹を漁た 損後

考う盲蔦ここを啓開すると髄液絡漏鮒 圭lt脱 色…,次第に難聴を
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も浸出鰍 音噂 炎の診断で駄膜切開を施行 Lダニliニころ髄液
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u313㍍ 治療中に髄液凝滞予 隼粥を祥 -3た例は極距て稀

であ り,本例は p貫ヤ(鵡預に判rM)maの髄液漏を観察する際,

中耳を介した髄液耳漏 も考慮する必要があるこ{L二を示唆

する症例と思われた
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